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話合い の仕方 を身 に付け る ① 低学年♦

題 材 ・・・ 「なかよししゅうかいをしよう」

ねらい ・・・ 友だちの考えを聞いたり、自分の考えをみんなの前
で話すことができる

工夫点 ・・・ まほうのマイク

準 備 ・・・ 意見発表用カード＊ふりかえりカード

児童の活動 教師の支援と評価(◎)

【 】事前の活動
帰 りの 会 ○ 「 な か よ し し ゅ う か い 」 で ど ん ・ 本時 に 期 待 感 が も て る よ うな 言 い 方 で 意 欲

なこと をし たら よい か考 える を 高め る
①とな りの 友だ ちと 考え る
（な かよ し会 議の 準備 ） ・ ま ほ う の マ イ ク 」 を 使 っ て 、 と な り や ま「

② み ん な の 前 で 発 表 す る 練 習 を わり の 友 だ ち と 考 え を 聞 いた り 、 言 っ た り
する で きる ように する

・ な に を し た ら よ い か 」 の 考 え を 絵 や 文 で「
カー ド に 書 き 、 話 合 い に 参加 す る 準 備 を す
る

◎ まほ う の マ イ ク を 使 っ て 楽し く 活 動 し て い
る

放 課後 ○ 計画委 員会 の準 備 ・役 割に 取り組 む意 欲を 賞賛 する
・ 会の 進 行 等 は で き る こ と から 取 り 組 ま せ 、司会の 練習 する
徐 々に に子ど もに 任せ てい く

【 】本時の活動
１ はじ めの 言葉
２ 議題 の確 認
３ 話合 い ・ 事前 の 活 動 で 準 備 し た 個 々の 考 え を み ん な
①何 をす るか の 前で はっき り話 せる よう 個別 に支 援す る
事前 に準 備し た一 人一 人の 考え を発表 する ・ カー ド を 黒 板 に 貼 り 、 同 じ意 見 や い ろ い ろ
事 前の 活 動で 用意 し たカ ード を使 っ てみ ん な意 見 を 視 覚 的 に と ら え られ る よ う 工 夫 す
なの 前で 全員 が考 えを 発表 する る

・ 個々 の 意 見 を 尊 重 し 、 み んな の 合 意 で 決 定
を して いく援 助を する （ Ｐ34参照 ）

◎み んな の前で 話す こと がで きる
②役 割を どう する か ◎友 だち の発表 を聞 くこ とが でき る
全 員が 役割 をも ち活 動で きる ように する ・ 時期 や 実 態 に 応 じ て 一 人 一人 に 役 割 が も て
や って みた い仕 事に 挑戦 する る よう な活動 を工 夫す る

４ 決ま った こと の確 認
５ 先生 の話
６ ふり かえ りカ ード （Ｐ 17） の記 入 ・ ど の 子 も 自 分 の 思 い が み ん な の 前 で 話 せ「
７ 終わ りの 言葉 た 」こ とを賞 賛す る

・ みん な の 思 い を 集 め る と 楽し い こ と が で き
そ うだ という 次時 への 期待 をも たせ る

【 】事後 の 活動
帰 りの 会 ○ 役割ご との 準備 など ・ 係ご と や 個 別 に 言 葉 か け をし て 仕 事 の 進 み

具 合を 評価し たり 、支 援し たり する
学 級活 動 ○ 「なか よし しゅ うか い」 をす る

かかり ごと に仕 事を 進め る ◎楽 しく 集会に 参加 して いる

帰 りの 会 ○ ふり返 りカ ード に感 想を 書く ・ みん な の 思 い を 集 め て 楽 しい 集 会 が で き た
喜 びを 賞賛し 、次 の活 動へ 意欲 をも たせ る

「 な かよ し に なる た めに 何 をし た らよ い か？ 」 を一 生 懸命 考 え 「ま ほ うの マ イ留 意 点 、
ク」 を 使っ てイ ンタ ビュ ー形 式で 周囲 の友 だ ちと 気軽 に考 えを 言い 合え る雰 囲気 を 大

事に す る 「 ど の子 も 思い を もち 、思 い を表 せ る。 み んな の 思い を自 由 に出 し 合う 場 が学 級 活。
動で ある 」と い う意 識を 低学 年の うち から 育て るこ と が大 切で ある 。そ れに は、 従来 の一 斉 の
話合 い活 動の 形 式に とら われ ず、 個々 の子 ども が思 い をも ち、 伝え られ るこ とに 重点 を置 き 、
計画 的に 積み 上 げて 指導 する こと が大 切で ある 。子 ど もた ちは 自分 たち で話 し合 った 結果 、 楽
しい 集会 がで きたと いう 達成 感を 感じ 、次 の活 動へ の意 欲がも てる 。
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話合 いの仕 方を身 に付け る ① 低学 年♦

（ Ｑ＆ Ａコ ーナー Ｐ３ ７参 照）ま ほう のマ イク

「手作りマイクを用意し てインタビュー形式で質問
したり、それに答えたりする」方法です。
大勢の中でマイ クを傾けられ話すことはプレッシャ
ーになりますが 、二人組や数人でマイクを傾け合う
ことは、楽しい活動となることが期待できます。
楽しく活動する 中でマイクを持つ人は「何を質問す

」 「 」るか マイクを向けられた人は 自分の考えを言う
という話し合い の基本形が身に付くのではないかと
考えます。
学級の中で子 どもたち一人一人がいつも「課題は

何か 「自 はこんなふうに考える」という意識を」 分
もっ て 学 校生 活 が 送れ る とす ばらしいと考えます。

＊ふりか えりカー ド

活動後のふり返りは、
大 事 な 活 動 で す 。 低 学
年のうちは 話せた 言「 」「

」「 」えた 手をあげられた
と い う 技 能 面 が 中 心 と
な り ま す が 、 学 年 が 進
む に つ れ て 、 主 体 的 、
意 欲 的 な 活 動 と し て 自
分 は ど う だ っ た か と い
う ふ り 返 り が で き る よ
う に す る と よ い と 思 い
ます。

学 級 活 動 ば か り で な
く 普 段 の 学 習 習 慣 と し
ても大事なことです。
掲 示 物 と し て 活 用 し

てください

＊話合い のマナー （低学年 ）
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話合い の仕方 を身 に付け る ② 中学年♦

題 材 ・・・ 「○年○組プレイランドをつくろう」

ねらい ・・・ 友だちの考えのよいところを認めたり、自分の考えを
分かりやすく話すことができる

工夫点 ・・・ ラベルトーク（班での考えをまとめて話す）

準 備 ・・・ 班で決めた遊びを紹介するカード

児童の活動 教師の支援と評価 (◎ )

【 】事前の活動
帰 りの 会 ○ 班 の 話 し 合 い で 「 み ん な が 楽 し ・本 時の 議題を 計画 委員 が予 告し てお く

く 遊 べ る お す す め の 遊 び 」 を 考 ・ 我 が 家 の 秘 伝 の 遊 び 教 え ま す 」 等 の こ と「
えるこ とを 知る ば かけ で話合 いへ の意 欲を 高め る

・家 族に 相談し て教 わる など の助 言を する

○ 計画委 員の 準備 ・本 時の 流れを 確認 して おく
（Ｑ＆ Ａコ ーナ ーＰ 33） ・司 会進 行と議 題提 案の 理由 等練 習を する

・ 学級 の 実 態 に 合 わ せ 子 ど も（ 計 画 委 員 ） に
任 せる 部分を 徐々 に増 やし てい く

【 】本 時 の 活動
１ はじ めの こと ば
２ 学級 の歌 （実 態に 応じ て）
３ 議題 と提 案理 由の 説明 ・ み ん な で 楽 し く 」 と い う 話 合 い の め あ て「
４ 話合 いの めあ ての 確認 や話 合 い の 流 れ を 掲 示 し 、ス ム ー ズ に 活 動

で きる ように する
５ 話合 い
①班 での 話合 い ・ 班で の 話 合 い が 活 発 に 行 えな い 場 合 は Ｋ Ｊ
○ 班（ ４ ．５ 人） で 遊び を出 し合 う 、 法（ Ｑ ＆ Ａ コ ー ナ ー Ｐ3 7） など を 使 っ て 自
お すす めの 遊び を一 つ決 める 由 にた くさん 意見 が出 せる よう に支 援す る

、○ 遊び の 名前 や絵 な どを カー ドに 書 き、 発 ・班 員の 合意で ある カー ドは 協力 して 作成 し
表者 を 決め て遊 び の説 明や 選ん だ 理由 を 発 表ま で役割 を分 けて 取り 組め るよ う話 す
発 表で きる よう にす る （ ラベ ルトー ク）

②班 の発 表 ・ 協力 し て 作 成 で き る カ ー ドを 事 前 に 用 意 し
○め あて にあ った 遊び かど うか 質問す る て おく
より よ い遊 びに す るた めの 意見 な どを 出 ・ 班の 話 合 い の し か た を 生 かし て 、 一 人 一 人
し 合う の考 え を 大 切 に し 、 話 合 いが 進 行 す る よ う

支 援す る
③班 ごと の役 割分 担 ◎ 友だ ち の 考 え の よ い 点 を 認め 、 自 分 の 考 え

６ 決ま った こと の確 認 を 話す ことが でき る。
７ 先生 の話 ・ 班ご と に 役 割 分 担 し 、 会 を盛 り 上 げ ら れ る

よ う支 援する
８ 終わ りの こと ば ・ 班で の 話 合 い を 中 心 に 賞 賛し 、 事 後 の 活 動

へ の期 待をふ くら ませ る

【 】事後の活動
放 課後 ○ 全体の 進行 につ いて 準備 する ・班 の代 表等で 組織 し、 準備 にあ たる

班ごと の準 備 ・個 々の 活動を 支援 する

学 級活 動 ○ 「○年 ○組 プレ イラ ンド 」実 践 ◎役 割に 取り組 み楽 しく 活動 して いる か

帰 りの 会 ○ 活動の ふり 返り ・ 一人 一 人 の 考 え が 集 ま り 、協 力 し て 楽 し い
会 がで きたこ とを 評価 する

話 合 い の進 行 を年 度 初 めか ら し だい に 子ど も に任 せ て いく よ う計 画 的に 指 導 で留 意 点
きる とよ い。 子 ども が主 体的 に活 動す るこ とで 、達 成 感、 成就 感が 実感 でき 、次 への 活動 の 意
欲と なっ てい く 。話 合い の場 面で は、 班員 の中 で自 分 の考 えを 言っ たり 、友 だち の考 えを 聞 い
たり 、自 由に 話 せる 雰囲 気の 中か ら班 とし ての 考え を まと めて いく こと を体 験を 通し て学 び 、
全体 の場 で話 す こと へと 段階 を踏 んで 指導 する こと が 大事 であ る。 議題 は「 話し 合い たい ！ 」
と思 える もの を 日々 の生 活か ら取 り上 げた り、 子ど も の発 意を 生か した りす るこ とが 重要 で あ
る。 子ど もた ち が話 し合 う楽 しさ 、実 践す る喜 びを 心 の中 につ なげ てい ける よう な計 画的 な 指
導が 大切 であ る。
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話合 いの 仕方 を身 に付 ける ②中 学年♦

掲 示物 とし て活 用し てく ださ い
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話合い の仕方 を身 に付け る ③ 高学年♦

題 材 ・・・ 「学級の合い言葉をつくろう」

ねらい ・・・ 多くの友だちの考えを聞いて、解決方法を考え
根拠をつけて話すことができる

工夫点 ・・・ ジグソー学習（Ｑ＆ＡコーナーＰ 39）

準 備 ・ ・ ・ ア ンケ ー ト ・＊ 具 体 目標記入用紙

児童の活動 教師の支援と評価 (◎ ）

【 】事前の活動
帰 りの 会 ○ アンケ ート をす る ・ 学級 目 標 の 達 成 度 や 個 々 の学 級 へ の 思 い 、

一人 一 人 が 学 級 の こ と を 考え ら れ る よ う な
内 容の アンケ ート を子 ども と共 に作 成す る

◎学 級の よい点 に気 付い てい るか
放 課後 ○ 計画委 員会 と本 時の 準備 を行 う ・ 子ど も の 認 め て い る 学 級 のよ い 点 を 全 員 で

アンケ ート を集 計し 掲示 する 確認 し 、 さ ら に 、 細 か な よい 気 づ き に 対 し
て も賞 賛する

帰 りの 会 ○ 班ごと に合 い言 葉を 考え る ・ 実態 に 応 じ て 、 ま ず 個 人 で考 え る → 班 と し
ア ン ケ ー ト 集 計 か ら 一 人 一 人 が ての 考 え を ま と め る 等 ス テッ プ を 踏 ん で 一
合 い 言 葉 に 使 い た い キ ー ワ ー ド 人一 人 の 子 ど も の 創 意 が だん だ ん 束 ね ら れ
を 抜 き 出 し 、 ま と め て い っ て も て いく ように にす る
よい ・個 々の 考えを 書く 用紙 を用 意す る

【 】本 時 の 活動
計 画委 員 会 の 活 動 は 、 子 ど もの 実 態 に 合 わ せ１ はじ めの 言葉
て 指導 の 部 分 を 減 ら し 、 だ んだ ん 子 ど も に 任
せて いく ことを 計画 的に でき ると よい２ 議題 の確 認・ 提案 理由 の説 明

ア ンケ ー ト結 果を 使 い、 学級 への 意 識を
再確 認す る ・ 提案 理 由 の 中 か ら 「 も っ とい い ク ラ ス に 」
① 学 級 の よ い 点 を さ らに 伸 ば し 、 学 級 目 を 取り 上げ、 話合 いの めあ てと する
標 に近 づく 。

② 合 い 言 葉 を 考 え 生 活し て い く と も っ と
よ いク ラス にな るの では ない か

３ 話合 い（ ジグ ソー 学習 （Ｑ ＆Ａｐ 39） ・ ジグ ソ ー 学 習 に つ い て は 事前 に 説 明 し て お）
○各 班の 合い 言葉 を発 表す る く と本 時がス ムー ズに 流れ る
○ 考え た 理由 を班 で 説明 し、 班員 が 分担 で ・友 だち の考え をよ く聞 く習 慣が 形成 され る
考 えを 聞き に行 き自 分の 班で 報告す る。 ・各 班で 考えた 合い 言葉 のい ろい ろな 意味 考（

○ 班の 中 で他 の班 の 考え のよ い点 を 取り 入 え） に ふ れ る こ と で 学 級 への 思 い を 高 め ら
れ なが ら、 考え をも う一 度ま とめる れ る

○各 班の 考え を理 由を 付け て発 表する
○ 各班 の 考え を全 員 で練 りあ げ、 合 い言 葉

◎根 拠を 付けて 考え を話 すこ とが でき るを 決定 する
・十 分な 意見交 流後 の集 団決 定と する４ 決ま った こと の確 認

５ 先生 の話 ・ も っ と い い ク ラ ス 」 を つ く っ て い こ う と「
話 合い に真剣 に取 り組 めた こと を賞 賛す る

６ 終わ りの 言葉

【 】事後の活動
帰 りの 会 ○ 合 い 言 葉 に あ っ た 自 分 の 行 動 目 ・ 合い 言 葉 に あ っ た 個 々 の 具体 的 行 動 目 標 が

標をた てる た てら れてい るか 支援 する

○ 自己評 価・ 相互 評価 する ・ 掲示 物 な ど で 個 々 の 取 組 の努 力 を 評 価 で き
る よう 工夫す る

日頃 の 学習 活 動 の中 で どの く ら い話 し 合う 場 面を 経 験 して い るか で 、本 時 の 学留 意 点
習の 流れ が大 き く変 わる こと が予 想で きる 。意 見を 言 う、 理由 も言 う、 友だ ちの 意見 を聞 く 、
考え の根 拠を 理 解す る。 この よう な活 動の 繰り 返し が 「話 す」 こと への 苦手 意識 を和 らげ 、 ど
の子 ども も話 し てみ よう 、と いう 意欲 付け の活 動に な ると 期待 して いる 。友 だち の考 えの 根 拠
を聞 く、 それ を 自分 の班 に伝 える とい う活 動（ ジグ ゾ ー学 習） を通 して 、話 し方 、意 見の 言 い
方を どの 子ど もも身 に付 けら れる よう に考 えた 。
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話合 いの 仕方 を身 に付 ける ③高 学年♦

５年生 月＞＜授業実 践例＞ ＜ 10
行事 の 多い ２学 期 月後 半、 それ まで の 学10
級 の 取 組 をふ り 返 り 、 が ん ば っ た こ と ・ よ
か っ た こ とを 自 由 作 文 し た 。 ク ラ ス 全 員 の
｢学 級 の い い と ころ ｣を 計 画 委 員 が 分 類 し 模
造 紙 に 張 り 出 し た （ 左 写 真 ） 同 じ よ う な。
感想 を まと めて 「助 け合 う 「 一つ にな る 」」
「 協 力 「 真 剣 「 が ん ば る 「ま と ま っ て」 」 」
い る 「思 い や り 「 よく 考 え る 」な ど キ ー」 」
ワー ドを 考え 、見 出し とし て書い た。
帰 り の 会 で、 全 員 で が ん ば り や よ さ を 確 認
し 、 後 半 もっ と よ い ク ラ ス を 目 指 し て 合 い
言 葉 を つ くろ う と い う 活 動 へ つ な い だ 。 下
図 の カ ー ドを 使 い 、 み ん な が 考 え た ク ラ ス
の よ い と ころ の キ ー ワ ー ド か ら 合 い 言 葉 を
ひ と り ひ とり が 考 え 、 理 由 も 言 え る よ う に
準 備 し た 。前 ペ ー ジ の 活 動 の 流 れ で 、 個 々
に 考 え を もち 、 班 で 話 合 い 、 全 体 で 話 し 合
う と い う 手順 で 、 全 員 の 創 意 を 束 ね た 合 い
言葉 が 下記 のよ うに 完成 した 「合 い言 葉 」。
決 定 後 、 下記 の カ ー ド に 、 合 い 言 葉 達 成 の
た め の 個 々の 行 動 目 標 を 書 き 、 教 室 の 背 面
に大 きく 貼り だし た。
時 間 を か け、 み ん な の 考 え を 束 ね た 価 値 あ
る「 合い 言葉 」を 作成 する ことが でき た。

自己 評価 カー ドか ら・ ・・ ・
ぼ く の 「 フレ ン ド シ ッ プ 」 が 入 ら な か っ
た け ど 、 とて も い い 合 い 言 葉 に な っ て よ
かっ た （ 男子 ）。

個 人の アイ ディ ア 具 体目 標記 入

伝える 活動 で
い ろい ろ な 考え 話し 方が
方に ふ れ る！ 身に 付く

班で 考え た「 合い 言葉 」 ●は 自分 の班 の説 明を し 自分 の班 にも どり
と 考え た理由 を用 意す る ○は 他の 班の 考え を 各班 の考 えを 伝え る
● ○の 分担を する 聞き に行 く

ど の班 も同 じ活 動を
一 斉に 行う
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